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研究成果の概要（和文）：我が国では女性医師の社会活用を促すことが急務である。今後の女性医師は自分の得
意技能を生かして自身のエンプロイアビリティを高め、雇用される能力が問われる時代になることが期待されて
きている。そのためには女性医師は継続就労するだけでなく、キャリア形成し、リーダーシップを発揮して活躍
できなくてはならない。本研究課題では指導的立場の女性医師の成功事例を集め、影響を及ぼした主要な因子お
よび条件を検討した。妊娠・出産を経て離職することなく、仕事と子育てを両立しながら認定医・専門医を取得
し、リーダーシップを発揮し、女性医師の指導者として活躍できるように教育環境を整えることを社会に働きか
けることを目指した。

研究成果の概要（英文）：In Japan, there is an urgent need to promote the social utilization of 
female doctors. Female doctors must continue to work without leaving practice, and must be able to 
develop career path, and show leadership.For that, career development and employability of female 
doctors, are essential.

研究分野：ジェンダー
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の医学部には女性教授がほとんどいない。現在、女性医師の教授はリーダーシップを発揮し、若い医師を導
いている。医療現場では長時間労働が常態化している。女性医師が仕事と家庭生活を両立して、不規則な勤務体
系であっても、緊急呼び出しに対応し、泊まりがけの学会参加、妊娠・出産・育児を経て、責任ある仕事を任せ
てもらえ、継続就労することは困難である。リーダーシップを発揮して活躍する女性医師を成功事例として必要
な条件を調査することは今後に役立つと考えた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本の医師国家試験合格者に占める女性割合は 3 割を超え、近年女性医師が増加傾向にある。
女性医師が指導的立場で活躍することがますます期待されている。しかし、Global Gender Gap 
Report 2020 によると日本は 153 ヵ国中 121 位で、政治参加は 144 位と極めて低く、日本で
女性が社会的に活躍するには多大な問題が山積している。医師が不足している状況下で、増加し
ている女性医師が医療現場で、今後さらに活躍することが必要であり、労働環境ばかりでなく教
育環境を整備することは大きな課題である。 
我が国では現有資格者である女性医師の社会活用を促すことが急務である。今までは支援側
から手を差し伸べ、ソフトとハードの整備を試みた。院内保育園、女性医師バンク、時短制度、
他も含まれる。これは女性医師が出産・育児を経ても職場を去らなくてすむようにといった「定
着」の推進であり、「活用」の推進にはなっていなかった。女性医師には、結婚・妊娠・出産・
育児というライフイベントを迎える時期と、専門医取得などの時期がかさなる。育児中であると、
仕事量、その時期には仕事時間を減らすことを余儀なくされ、仕事へのコミットメントが下がる
ことになる。日本では外科医は常勤医で、当直でき、夜中の緊急に対応できなければ術者にして
もらえない。離職・休職し、脱落すると戻れないが、離職・休職期間を活用して自身を高めるこ
とが可能であると考えた。本研究課題の成果により、女性医師の向上心につながり、今までとは
違った切り口で問題解決を目指しており、指導的立場の女性医師により、キャリア形成の教育を
十分に受け、継続就労を確実なものとし、良質な医師の労働力を維持でき、日本の医療の崩壊を
食い止めることが可能にできると考えた。 
 
２．研究の目的 
本邦では女性医師の 7 割は男性医師と結婚する。近年、若い女性医師が増加しているが、仕
事と家庭の両立が難しく、女性医師の 7 割が離職している。さらに、女性医師は復職しにくく、
認定医・専門医の取得率は男性医師に比べて低い。この原因に、女性医師の家事時間の多さの他
に、モチベーションの低さが指摘されている。 
今までは支援側から手を差し伸べたが効果が少なく、今後は女性医師が自分の得意技能を生
かして自身のエンプロイアビリティを高め、継続的に雇用される能力を身につけることも考え
なければ改善しないと考えた。継続就労できるばかりでなく、キャリア形成しリーダーシップを
発揮し活躍する女性医師の成功事例から必要であった主要な因子および条件を求める。妊娠・出
産を経て離職することなく、仕事と子育てを両立しながら継続就労し、認定医・専門医を取得し、
リーダーシップを発揮し、活躍できるように、若い女性医師に指導的立場の医師が自分という成
功事例を示す。本研究課題の期間中には成功要因を抽出し、女性医師のモチベーションの向上を
促進するために”Pave a road (後に来る人のために道を舗装)”する提案を形にしたいと考えた。 
 
３．研究の方法 
 本研究は研究代表者が１名で行い、研究期間は３年間とした。基本的な報収集、日本医学会分
科会の女性医師支援アンケート調査、継続就労基本調査、日本外科学会の外科医を対象とした生
活の質を調査など、また、活躍するキャリア形成した女性医師のリーダー的役割を明らかにする
ための調査を行い、リーダーシップ、キャリアパスに関する教育講座、研修の調査そして、全体
の研究を取りまとめる。本研究では女性医師の効率的なエンプロイアビリティとキャリア形成
にまとを絞り、調査を行い、データを分析する。女性医師のきめ細かい就業支援施策を見出すこ
とで、可能な限り具体的かつ有効な施策を導出することを計画した。 
 
【１】 基本調査（文献および Web） 
【２】 日本医学会分科会の女性医師支援および男女共同参画状況調査：第 3 回目の医学会分科
会の学会(123 学会)の調査 

【３】 継続就労対策調査：具体的な支援策にはハードとソフトの整備が有る。種類には、勤務
時間・勤務制度（時短、ワークシェアリング、フレックス制、複数主治医制、病院診療
医）、育児支援（院内保育、病児保育、おとまり保育、搾乳室、ファミリーサポート、ベ
ビーシッター補助券）、キャリア支援・復職支援（メンター制度、キャリア相談窓口、交
流会）、会議・カンファレンス・講演会参加支援（Skype、テレビ会議システム）、教育・
啓発活動（セミナー）、他がある。同僚が支援しやすい給与制度、女性医師支援について
の組織的取り組みの見直しなども重要である。 

【４】 女性のリーダーシップ、キャリアパスに関する講演会：日本女性外科医会（JAWS）の勉
強会（http://jaws.umin.jp/events.html）では、本研究課題の成果報告の一部を本研究
課題の期間中、毎年 1回 2月に報告した。 

【５】 女性医師の継続就労調査：就業構造基本調査の個票を用いて、女性医師の離職について
の調査を試みた（ところが、本調査には女性医師が少なかった。「小 1の壁」の前に離職
してしまうことが示唆された。 

【６】 育児中の日本外科学会会員の仕事とプライベートのストレス調査結果：男女の外科医の
仕事とプライベートのストレスをアンケート調査した。 

【７】 三師調査における医師の個票調査：外科医は減っていることが指摘されている。医師免
許をとった若い医師において、外科の選択率と定着率を三師調査から解析した。 



 
 
４．研究成果 
成果論文 

1. 女性医師の活躍のためにはロールモデルの知識・経験が役に立つ[1]。日本ではロールモ
デルがいない、とかロールモデルがいても自分に当てはまらないというが、自分に当ては
まる部分を集めて理想のロールモデルを作り上げることが提案されている[2] 

2. 「勤務医の現職からの離職傾向-就業構造基本調査から」[3]をまとめた。就業構造基本調
査では女性医師の数が少なく、離職の傾向がつかめなかった。そのため、三師調査の個票
データの使用を申請した。三師調査のうち、医師を分析し、外科医の早期キャリアにおけ
る選択率と定着率を調べ American College of Surgeons Clinical Congress 2018 で
“Selection of and retention in surgical specialty during early career in Japan”
を報告した。現在論文を投稿中である。 

3. 日本医学会分科会における女性医師支援に関する 3 回目の調査を行い、回答率は 100%
（123 学会/123 学会）あった[4]。男女共同参画は進んではいたが、さらなる加速が必要
であると思われた。 

4. 日本外科学会の会員を対象としたアンケート調査のサブ解析を収入、結婚、子育てについ
て行った。結婚すると男性外科医は収入が増えるのに、反対に女性外科医は収入が減っ
た。また、男性外科医は子供の数が増えると収入が増えるのに、反対に女性外科医は子供
の数が増えると収入が減った[5]。 

5. 日本外科学会の全国外科医の仕事と生活の質の結果報告では、性別と子供の有無で 4 群
（男性子供なし、男性子供あり、女性子供なし、女性子供あり）に分けたところ、女性子
供有り群は他の群に比べて労働時間が短かった[6,7]。 

6. 女性外科医が子育てしながら,臨床に従事するとき、子供の急な発熱でのこどもの一時預
け先探しのストレス値は高く、経験率も高い[8]。 

7. 子育て中の看護休暇の日数が気になり、保育園児の病欠の日数を 3 箇所の保育園で調査
した[9]。また女性外科医が教育・研究に従事するとき、学会参加は欠かせない。学会託
児所は女性医師が学会参加するために、欠かせないことを示した。[10]。 

 
参考論文 

1. 医療安全のためのシミュレーション教育は欠かせない。特に人工心肺を用いた体外循環
の事故は一度事故がおこると、患者が死亡する、あるいは重篤な後遺症を残すことがおき
るため、普段からの訓練が必要である[11] [12]。 

2. 外科手術時に止血目的に電気メスを使用する。その煙が外科医の健康被害を起こす可能
性が示唆されたため、文献調査を行った[13]。現在、臨床現場で測定中である。 
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